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■ 

香
南
市
議

　

 

川
久
保　

可
不
可

（
五
十
二
歳
）

（
立
憲
民
主
党
公
認
）

投
票
日

二
〇
二
二
年
四
月
十
日（
日
）

■ 

高
知
県
議
・
補
欠
選
挙（
香
南
市
）

　

 

長
山　

雅
一

（
三
十
三
歳
）

（
立
憲
民
主
党
公
認
）

投
票
日

二
〇
二
二
年
四
月
十
日（
日
）

■ 

松
山
市
議

　

 

本
田　
　

司

（
五
十
九
歳
）

（
立
憲
民
主
党
公
認
・
組
織
内
候
補
）

投
票
日

二
〇
二
二
年
四
月
二
十
四
日（
日
）

■ 

四
万
十
市
議

　

 

垣
内　

孝
文

（
六
十
六
歳
）

（
無
所
属
）

投
票
日

二
〇
二
二
年
四
月
十
七
日（
日
）

名
の
「
退
職
者
の
会
」
加
入
申

込
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
〈
楠
目
慎
一郎　

事
務
局
次
長
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
現
職
）〉

　
「
退
職
者
の
会
」
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇

親
会
」
を
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
主

催
で
一
月
十
一
日
、
三
翠
園
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
退
職

予
定
の
皆
さ
ん
以
外
は
極
力
人

数
を
絞
り
、
例
年
の
昼
食
を
兼

ね
た
懇
親
会
も
取
り
や
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
岡
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
会
長

お
よ
び
國
弘
顧
問
よ
り
、
永
年

の
会
社
貢
献
へ
の
感
謝
と
退
職

後
も
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
ん
こ

と
、「
退
職
者
の
会
」
へ
の
加
入

の
よ
び
か
け
等
の
挨
拶
の
後
、

三
宮
事
務
局
長
よ
り
「
退
職
者

の
会
」
の
歴
史
や
会
員
状
況
、

活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

電
通
共
済
生
協
か
ら
、
共
済
継

続
契
約
の
要
請
、
四
国
労
働
金

庫
か
ら
「
ろ
う
き
ん
友
の
会
」

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
事
務
局
よ
り
各
種
申
込

書
等
の
手
続
き
方
法
を
説
明
し
、

無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
説
明
会
に
は
十
七
名

参
加
し
、
三
月
一
日
時
点
で
九

タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、
立

憲
民
主
党
の
支
持
者
や
無
党
派

層
へ
の
理
解
に
繋
が
ら
ず
、
政

権
批
判
票
の
受
け
皿
に
な
ら
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
⑤
連

合
は
、
働
く
も
の
、
生
活
者
の

立
場
に
立
っ
た
政
治
勢
力
の
再

結
集
に
向
け
、
対
応
を
強
化
す

べ
き
こ
と
な
ど
論
議
さ
れ
た
。

　

  〈
事
務
局
長　

三
宮
正
博
〉

全
国
交
流
集
会
は
、
新
役
員
研

修
と
交
流
を
目
的
に
、
六
月
中

旬
に
予
定
し
て
い
る
。
③
第
四

十
九
回
参
議
院
選
挙
の
取
組
み

は
、
支
持
者
・
紹
介
者
カ
ー
ド

を
配
布
、
集
約
し
、
支
部
協
で

自
己
完
結
し
、
電
話
で
対
応
す

る
。
④
第
四
十
九
回
衆
議
院
選

挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
野
党
共

闘
に
お
け
る
統
一
候
補
を
急
ぐ

あ
ま
り
、
政
策
の
具
体
的
浸
透

が
不
十
分
な
ま
ま
選
挙
戦
を
ス

　

コ
ロ
ナ
禍
で
二
〇
二
一
年
十

一
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
東

京
の
ホ
テ
ル
・
ベ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
東
京
で
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
森
嶋
会
長
か
ら
、「
コ

ロ
ナ
感
染
が
漸
減
し
、
感
染
対

策
を
万
全
に
講
じ
つ
つ
、
２
年

ぶ
り
の
対
面
会
議
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
対
面
開
催
を
検
討
す

る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
の
併
用
も
考
え
て
い
る
。

　

常
駐
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
ほ
ぼ
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る
が
、
二
〜
三
支
部

が
確
立
を
急
い
で
い
る
。
目
的

は
活
動
の
活
性
化
を
は
か
り
、

通
信
発
行
や
活
動
の
充
実
を
目

指
し
、会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
に
繋
げ
る
こ

と
に
あ
る
。

　

会
員
拡
大
は
、
財
政
上
厳
し

い
が
、「
透
明
性
・
信
頼
性
」
を

も
と
に
、
効
率
的
な
運
営
に
取

り
組
む
。」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
協
議
に
入
り
、
①
常

駐
体
制
は
、
新
た
な
交
付
金
に

基
づ
き
活
動
強
化
策
と
し
て
、

支
部
協
の
判
断
で
対
応
す
。
②

石橋みちひ
ろ

（組織内候
補）石橋みちひ
ろ

（組織内候
補）

参議院（比例
代表）

参議院（比例
代表）

「どうかよろしく
　お願いします。」
「どうかよろしく
　お願いします。」

久
し
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

二
〇
二
一
年
度
第
一
回
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議

二
〇
二
一
年
度
第
一
回
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議
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喜 哀怒 楽 第51回 新聞を読んで

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限
定しませんが字数は 400字程度と
します。
◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思
います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありま
したら、ご協力をお願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。

　新型コロナ感染者が最初に出たのが二〇二〇年二月、それ以降二年間収束したり、

拡大したり、現在オミクロン株は、一日二〇〇名を超える感染者が出続けておりま

す。オミクロン株の感染拡大で外出も思うにまかせず、新聞を隅から隅まで読んだ

り、本を読んだりして過ごしております。会員の皆様の高知新聞への俳句、短歌、

川柳、声広場への投稿楽しく読ませていただいております。

　最近のニュースでは、子供への虐待、いじめ等二～三歳児の子供が死亡するとい

うような、考えられない事件が発生しています。おじいちゃん・おばあちゃんのい

る大家族から核家族への社会構造の変化、離婚、再婚、ひとり親の増加、ヤングケ

アラーの問題等、社会環境の変化と関係があるかもしれませんが。オリンピックの

メダル受賞者が、「この感激を一番に両親、家族に伝えたい」の一声。家族、家庭

とはそれほどかけがえのないものであると思います。子供への虐待、いじめ、一部

の方かもしれませんがあってはならないことです。

　思い出すのは、映画「万引き家族」の世界。私達だ

けではどうすることもできませんが、児童相談所、役

所に期待するしかないのか、最後は政治の貧困につな

がるのか。オミクロン株の収束を願って思いを書き綴っ

てみました。　　　　　　　  ＜副会長　石原　靖世＞

　

ミ
カ
ン
ど
こ
ろ
山
北
地
区
を
貫

く
県
道
三
十
号
線
を
北
東
に
進
み
、

緩
や
か
な
坂
道
の
峠
を
越
え
る
と
、

一
面
の
菜
花
を
裾
模
様
に
、
桜
・
桃
・

れ
ん
ぎ
ょ
う
な
ど
の
鮮
や
か
な
色

彩
に
里
山
が
浮
か
び
上
が
る
、
こ

れ
ぞ
桃
源
郷
の
趣
。

　

先
輩
退
職
者
の
Ｋ
さ
ん
が
牽
引

し
て
き
た
香
南
市
西
川
地
区
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
に
集
う
皆
さ
ん
が
、

二
十
年
余
こ
つ
こ
つ
と
整
備
し
て

き
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
今
や
全

国
区
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た

『
西
川
花
公
園
』。

　

コ
ロ
ナ
禍
下
の
今
年
も
三
月
十
九

日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
、
安
全
に
配

慮
し
て
行
事
や
物
販
を
吟
味
し
た

『
西
川
花
祭
り
』
で
迎
え
て
く
れ
る
。 

　
　

  〈
大
野　

文
平　

高
知
市
〉

　

Ｋ（
黒
岩
靖
男
）さ
ん
の
記
事
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
三
月
五
日（
土
）

い
き
い
き
通
信
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

〈
編
集
部
〉

　

毎
年
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ら
の
要
請
を
う
け
て
、
車
椅
子

の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
最
中
、
例
年
の
二
か
所
が

一
か
所
と
な
り
、
施
設
担
当
者
と

コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
う
ち
合
せ

て
、
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日
（
木
）
高
知
市
針

木
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
二
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寒
さ
も
緩
ん
だ
好
天

に
恵
ま
れ
た
が
、
車
椅
子
は
、
例

年
よ
り
強
い
汚
れ
が
目
立
っ
た
が
、

時
間
を
か
け
、
丁
寧
に
洗
い
落
と

し
、
依
頼
さ
れ
た
三
十
三
台
の
作

業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

心
を
込
め
て
磨
き
上
げ
た
、
車
椅

子
、
入
居
者
の
方
々
も
気
持
ち
よ
く

使
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
終
了
後
、
施
設
責
任
者
か

ら
丁
寧
な
感
謝
の
ご
あ
い
さ
つ
を

頂
き
ま
し
た
。
清
掃
の
後
は
、
通

常
で
あ
れ
ば
、
お
弁
当
を
頂
き
な

が
ら
来
年
に
向
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
参
加
者
に
は
、

組
織
が
用
意
し
た
お
弁
当
と
会
員

の
差
し
入
れ
・
柚
子
菓
子
を
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
、
コ
ロ
ナ
が
治
ま

り
、
元
気
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
な
る
よ
う
祈
願
し
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
。　
　

   〈
三
宮　

正
博
〉

「
町
の
近
く
に
桃
源
郷
」

車
椅
子
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
季
の

　
　
移
ろ
い

四
季
の

　
　
移
ろ
い

お
土
産
は
お
弁
当
と

       

　
　
　
柚
子
菓
子

お
土
産
は
お
弁
当
と

       

　
　
　
柚
子
菓
子



　楽しいこと、悲しいこと
二人で乗り切った五十年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

横井軍曹グアムから帰還
　昭和四十七年一月二十四日、元日本兵、横井正一軍曹が
グアム島の密林で二十八年ぶりに発見された。二月政府の
特別機で東京・羽田空港に帰り、「恥
ずかしながら帰ってきました。」の第
一声。もはや戦後ではないと経済復
興に湧く国民に冷や水を浴びせた。
この二年後、小野田寛郎元少尉がフィ
リピンのルパング島から帰国した。

　楽しいこと、悲しいこと
二人で乗り切った五十年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

横井軍曹グアムから帰還
　昭和四十七年一月二十四日、元日本兵、横井正一軍曹が
グアム島の密林で二十八年ぶりに発見された。二月政府の
特別機で東京・羽田空港に帰り、「恥
ずかしながら帰ってきました。」の第
一声。もはや戦後ではないと経済復
興に湧く国民に冷や水を浴びせた。
この二年後、小野田寛郎元少尉がフィ
リピンのルパング島から帰国した。

金婚さん
いらっしゃい

開
発
株
式
会
社
（
満
業
）
と
改 

め
、
満
州
産
業
開
発
五
ヵ
年
計

画
の
遂
行
機
関
と
な
る
。
満
州

で
実
権
を
振
る
っ
た
「
二
キ
」

（
東
条
英
機
、
星
野
直
樹
）「
三

ス
ケ
」（
岸
伸
介
、
松
岡
洋
右
、

鮎
川
義
介
）
の
ひ
と
り
で
、
岸

と
は
同
じ
長
州
出
身
で
遠
縁
に

あ
た
る
。

日
産
自
動
車
の
誕
生

　

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

十
二
月
自
動
車
製
造
株
式
会
社

が
鮎
川
義
介
社
長
で
誕
生
し

た
。
翌
年
日
産
自
動
車
株
式
会

社
と
改
称
さ
れ
た
。
後
に
満
州

国
へ
岸
信
介
の
要
請
を
受
け
本

社
を 

満
州
国
首
都
・
新
京
に

移
転
し
、
社
名
を
満
州
重
工
業

1933
&
1934

鮎川義介
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〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）
○医療・傷害（Myセーフティ）
○マイカー共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　（月曜～金曜）
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

味　

元　

敏　

子 

様

山　

田　

美　

恵 

様

北　

岡　

南
海
雄 

様

　
　
　

河　

野　

正　

代 

様

１
月　

尾　

崎　

節　

子 

様

永　

野　

泰　

敏 

様

森　

光　

伸　

男 

様

坂　

本　

正　

道 

様

池　

田　

雅　

子 

様
      

井　

上　

雅　

子 
様

竹　

林　

恵
美
子 
様

松　

本　

奉　

國 

様

２
月　

町　

田　

伊
久
子 

様

吉　

村　

二　

郎 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
10
件
）

12
月　

田　

岡　

敏　

範 
様

山　

崎　

須
美
子 

様

１
月　

中　

山　

美
恵
子 

様

武　

政　

菊　

美 

様

府　

川　

ヒ
ロ
子 

様

小
笠
原　

憲　

一 

様

泉　
　
　
　
　

陽 

様

２
月　

大　

石　

美　

千 

様

松　

村　

郁　

子 

様

次　

田　

武　

子 

様

☆
喜
寿
（
18
件
）

12
月　

和　

田　

 

富　

夫 

様

松　

岡　

勝　

喜 

様

戸　

田　

加　

代 

様

森　

下　

清　

三 

様

☆
古
希
（
13
件
）

12
月　

黒　

住　

由
美
子 

様

笹　

岡　

富
司
夫 

様

須　

内　

正　

起 

様

１
月　

上　

岡　

郁　

美 

様

明　

神　

昭　

代 

様

時　

久　

洋　

子 

様

荒　

木　

健
次
郎 

様

       

長　

崎　

桂　

輔 

様

南　
　
　

陽　

一 

様 

２
月　

川　

村　

千
枝
子 

様

森　
　
　

隆　

秀 

様

津　

野　

辰　

夫 

様

佐
々
木　

公　

子 

様

谷　

口　
　
　

昌 

様 

竹　

田　

順　

一 

様  

★
配
偶
者
死
亡
（
３
件
）

２
０
２
０
年

６
月　

戸　

梶　
　
　

林 

様

２
０
２
２
年

　

１
月　

中　

村　

梅　

子 

様

２
月　

吉　

田　

冨
三
郎 

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
15
件
）

12
月　

池　

上　
　
　

茂 

様

１
月　

正　

源　

孝　

雄 

様

松　

本　

増　

男 

様

福　

島　

佐
代
子 

様

福　

島　

八
州
輝 

様

藤　

近　
　
　

勉 

様

　

藤　

近　

容　

子 

様

梅　

原　

紀　

美 

様

梅　

原　

恒　

昭 

様

福　

井　

三　

男 

様

岡　

田　

嘉　

代 
様

岡　

田　

良　

雄 
様

安　

岡　

五　

郎 

様

２
月　

山　

崎　

哲　

夫 

様

松　

田　

典　

夫 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
12
件
）

11
月　

山　

﨑　

三
千
子 

様

12
月　

正　

岡　

敬　

右 

様

小　

川　

佐
恵
子 

様

１
月　

市　

川　

初　

子 

様

山　

内　

正　

美 

様

朝
比
奈　

光　

子 

様

岡　

村　

忠　

雄 

様

岡　

本　

ミ　

エ 

様

２
月　

福　

井　

三　

男 

様

山　

本　

数　

男 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
２
件
）

11
月　
１
１
７
万
２
千
８
０
０
円

12
月　

１
万
２
千
８
０
０
円

◇
火
災
共
済
（
１
件
）

２
月　
１
０
万
８
千
１
０
０
円

◇
生
命
共
済
（
１
件
）

11
月　

５
０
０
万
円

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度（２

０
２
１
年
12
月
〜
２
０
２
２
年
２
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度（

２
０
２
１
年
12
月
〜
２
０
２
２
年
２
月
）

会員がお亡くなりになったときは
事務局へご一報をお願いします

☎８２１－３８００

会員がお亡くなりになったときは
事務局へご一報をお願いします

☎８２１－３８００

おねがいおねがい

［ 3］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信



［ 4］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信

で
い
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
一
年
で
時
代
小
説
通
に
な

り
そ
う
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、

時
は
過
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
す

ネ
！＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

起
承
転
結

大
野
　
文
平

（
高
知
市
）

　

小
学
校
高
学
年
の
時
「
作

文
に
は
起
承
転
結
が
大
事
で

す
。
気
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？
」
と
先
生
が
尋
ね
た
。

初
め
て
耳
に
し
た
言
葉
だ
っ

た
の
に
、
実
行
し
て
い
る
と

答
え
た
女
子
が
居
て
こ
じ
ゃ

ん
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
起
承

後
期
高
齢
者
に
突
入

中
城
　
　
徹

（
四
万
十
町
窪
川
）

　

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
。
私
は
七
十
五
才
に
な
り

ま
し
て
、
身
体
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
の
不
具
合
で
、
毎
日
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
七
十
三
才
時
に
、

飲
酒
は
や
め
な
さ
い
と
医
者

に
云
わ
れ
、
ガ
ッ
ク
リ
！
二

回
の
入
院
中
は
（
計
四
週
間
）

見
事
に
？
禁
酒
し
ま
し
た
（
病

院
に
は
お
酒
は
売
っ
て
な
い

も
ん
ネ
）。
大
っ
ぴ
ら
に
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
ボ
チ
ボ
チ
や
っ

て
い
ま
す
（
今
は
）。
し
か
し

歩
く
の
も
億
劫
に
な
り
、
も
っ

ぱ
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
（
腰
痛

の
せ
い
）。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
文

庫
時
代
小
説
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。
高
知
県
出
身
の
女
流

作
家
で
す
。
一
人
目
は
、
藤

原
緋
沙
子
さ
ん
。「
藍
染
め
袴

お
匙
帳
」。
十
三
巻
で
、
女
医

桂
千
鶴
が
治
療
院
だ
け
で
な

く
、
市
井
の
難
事
件
を
恋
人

求
馬
ら
と
次
々
解
決
す
る
物

語
。
他
に
も
シ
リ
ー
ズ
物
が

あ
り
、
今
は
「
切
絵
図
屋
清

七
」
全
六
巻
を
読
み
始
め
た

所
で
す
。
二
人
目
は
、
畠
中

恵
さ
ん
。「
し
ゃ
ば
け
」
で
賞

を
と
り
、
二
十
周
年
も
迎
え
、

シ
リ
ー
ズ
二
十
一
巻
を
読
み

切
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
人

に
は
見
え
な
い
妖
（
九
十
九

神
）
鳴
家
（
小
鬼
）
達
と
大

店
の
一
人
息
子
（
病
弱
で
何

か
身
体
を
動
か
す
と
、
伏
せ

る
が
頭
は
い
い
）
妖
元
の
祖

母
の
命
で
二
人
？
の
頑
強
な

妖
に
助
け
て
も
ら
い
、
次
か

ら
次
へ
難
事
件
に
取
り
組
ん

転
結
が
整
っ
た
文
章
を
読
ん

で
心
地
よ
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
だ
っ
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と

作
文
は
大
の
苦
手
だ
っ
た
。
紙

幅
を
埋
め
る
た
め
に
、
中
身
は

薄
い
の
に
冗
長
な
表
現
で
誤
魔

化
し
た
こ
と
が
幾
度
も
有
っ

た
。
就
職
試
験
に
も
作
文
が
必

須
だ
っ
た
の
に
、
よ
く
切
り
抜

け
て
き
た
も
の
だ
。

　

現
役
時
代
も
役
目
柄
考
え

方
な
り
を
文
章
で
表
し
て
理

解
を
求
め
る
機
会
が
数
多
く

あ
っ
た
も
の
の
、
小
心
者
だ

か
ら
表
現
が
く
ど
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
逆
に
、
文
書
謝

罪
を
求
め
る
お
客
様
に
冗
長

先
輩
に
無
碍
に
ノ
ー
と
は
言

え
な
い
の
で
、
寄
稿
を
約
束

し
て
し
ま
っ
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
が
多
く
な
っ

た
昨
今
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵
文

字
を
多
用
し
て
文
言
を
補
完

修
飾
す
る
こ
と
が
多
く
、
久

し
振
り
に
文
字
だ
け
で
文
章

を
書
く
（
お
か
し
な
表
現
で

す
ね
）
の
は
疲
れ
て
し
ま
う
。

起
承
転
結
が
整
い
、
心
地
よ

く
読
ん
で
頂
け
る
文
章
に

な
っ
た
だ
ろ
う
か
、
ど
う
も

自
信
が
無
い
。

な
表
現
を
重
ね
た
お
手
紙
を

送
り
、
と
も
か
く
書
面
で
応

え
た
こ
と
で
溜
飲
を
下
げ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
有
っ
た

な
あ
。

　

一
月
中
頃
、
久
し
振
り
に

お
会
い
し
た
先
輩
に
こ
の
投

稿
を
依
頼
さ
れ
た
。
へ
た
の

横
好
き
を
顧
み
ず
に
引
き
受

け
て
い
る
写
真
投
稿
の
件
か

と
聞
き
か
じ
っ
た
が
別
物

だ
っ
た
。

　

オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
で
出

し
ゃ
ば
り
な
の
で
文
章
を
書

く
こ
と
も
あ
る
が
実
は
苦
手
。

本
音
は
お
断
り
し
た
か
っ
た

が
、
厳
粛
な
場
所
だ
っ
た
の

で
あ
ま
り
長
々
と
話
せ
な
い
。

な
に
よ
り
お
世
話
に
な
っ
た

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

「下足番」epⅢ
　 幼少の頃から靴の面倒をみてきた孫二人は、今春大学・
高校へ進む歳になり、大分前から下足番をお役御免となって
いる。
　とはいえ、彼らが新しく靴を買う時は幾ばくかの支援をす
ることで辛くも存在感を保っている。
　昨年弟の方のサイズが合わなくなったのを、お下がりで頂
戴した。その靴は日課のウォーキングで使用しており、歩き
ながら時の流れを感じたことだった。
　コロナ・オミクロン株の感染拡大が続いているが、我々に
できる感染予防は、不要不急の外出を控え・マスクの着用・
手洗い・うがい・三密の回避等の徹底と体力を落とさない
ことだろう。
　そんなことを考えながらジイチャンは今日も越漁港周辺を
歩くのであります。　　　　　＜土佐清水市　松本　増男＞

怪しい
　蔓延防止期間中だが、原稿が来ているか事務所に立ち寄っ
た。メールぐらいは見ておこうと開いてみると。あるある、詐
欺メールの山だ。JCBカード、メルカリ、SAISON CARD、
elgana、三菱UFJ会社、Paidy、えきねっと、ペイディと多士
済々。重要なお知らせ、最終警告、緊急の連絡、カードご利
用確認のお願い、会員ご本人認証サービス、本登録手続きお
願いします…と表題も色々。パソコンやスマホに届いたら絶対
開いたりせんように。毎回こんな記事ばかりで御免 !!。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜高知市　吉川　忠興＞

高知U新監督に吉本氏
　サッカー高知ユナイテッドSCの来季監督に吉本岳史氏が
就く。四万十市出身の元Jリーガー。二年前まで県外で選手
や監督として活躍していた。監督就任会見では、“高知のた
めに頑張りたい”と決意を述べた。郷里の若者が活躍してい
るのを見ると嬉しくなる。　　　　＜高知市　浜田　典子＞

「久しぶりのお四国巡り」
　現役時より一～二年掛けて一巡りしていた四国八十八か所の
参拝を新型コロナの蔓延により自粛していたが、新年に入り、
オミクロン株の影響もそれほど出ていなかったので、久しぶりに
お四国巡りを思い立った。
　朝早く出発して徳島県にある一番札所の霊山寺から十一番札
所の焼山寺までを一日の行程として計画した。道端のお寺もあ
れば山の中のお寺もあり、また、寺ごとに様々な仏像がお祭り
されており、お参りすると心なしか、何となく清々しい気分にな
るものです。
　新型コロナが一日も早く収束し、安心して参拝できる日が来
ることを心待ちにしています。　　　  ＜いの町　長山　幹彦＞

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄


